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司
会
の
高
橋
龍
夫
教
授

（
日
本
近
現
代
文
学
）と
親
交

が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
日
の

登
場
が
実
現
し
た
ル
ー
ビ
ン

く
だ
ん

さ
ん
は
、「
件
か
ら
見
た
村
上

春
樹
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

ル
ー
ビ
ン
さ
ん
は
、
シ
カ

ゴ
大
学
で
日
本
文
学
を
専
攻

し
、
明
治
、
大
正
期
の
文
学

を
中
心
に
研
究
し
て
き
た
。

夏
目
漱
石
や
芥
川
龍
之
介
の

作
品
の
英
訳
を
す
る
一
方
、

「
亡
く
な
っ
た
作
家
の
作
品

ば
か
り
読
ん
で
き
た
が
、
現

在
活
躍
す
る
日
本
の
作
家
の

作
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」
と
村
上
さ
ん
の
作
品『
世

界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を

初
め
て
読
み
、
「
翻
訳
を
し

た
く
な
る
ほ
ど
猛
烈
に
好
き

に
な
っ
た
」と
言
う
。

そ
の
印
象
を
「
私
の
た
め

だ
け
に
書
い
て
い
る
作
家
と

い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

た
。
そ
れ
は
国
籍
を
問
わ

ず
、
世
界
中
の
読
者
を
み
な

そ
う
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、
村
上

作
品
の
人
気
の
秘
密
を
説
い

た
。さ

ら
に
「
未
解
決
の
神
秘

を
読
者
に
残
す
」
「
人
間
の

普
遍
的
な
孤
独
を
描
き
、
日

常
生
活
に
潜
む
ミ
ス
テ
リ
ー

の
描
写
が
彼
の
魅
力
の
核
。

小
説
を
支
え
る
日
常
生
活
の

把
握
が
的
確
だ
か
ら
可
能
に

な
る
」
と
語
っ
た
。

短
編
『
窓
』
や
長
編
『
ア

フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
の
ワ
ン
シ

ー
ン
を
引
き
、
「
ハ
ン
バ
ー

グ
ス
テ
ー
キ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
見
慣
れ
た
日
常
の
も
の

に
つ
い
て
読
者
を
引
き
付
け

る
描
写
を
創
造
で
き
る
か
ら

こ
そ
、
読
者
は
彼
の
描
く
神

秘
性
を
信
じ
る
」と
語
っ
た
。

最
初
に
翻
訳
し
た
の
は
短

編
『
象
の
消
滅
』
。
村
上
作

品
は
平
易
か
つ
「
バ
タ
臭

い
」
文
体
な
の
で
、
翻
訳
し

や
す
い
と
は
言
え
る
も
の

の
、
名
詞
の
単
数
・
複
数
や

人
称
の
表
現
に
頭
を
悩
ま
せ

る
。
行
き
詰
ま
っ
て
村
上
さ

ん
に
質
問
す
る
と
、
答
え
は

い
つ
も
「
適
当
に
や
っ
て
く

だ
さ
い
」
だ
っ
た
と
い
う
。

「D
o
w
h
a
t
e
v
e
r
w
o
r
k
s
.

つ
ま
り
英
文
と
し
て
う
ま
く

い
っ
て
い
る
な
ら
ど
う
と
で

も
、と
い
う
意
味
。こ
れ
は
翻

訳
者
の
仕
事
の
全
て
を
表
わ

し
て
い
る
」
と
英
訳
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

「
翻
訳
の
仕
事
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
翻
訳
者
の
主
観
的
な

も
の
で
は
あ
る
が
、
何
千
何

万
と
い
う
読
者
に
、
翻
訳
で

し
か
手
が
届
か
な
い
世
界
を

の
ぞ
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
結
ん
だ
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

の
話
に
、
２
７
０
人
の
聴
衆

が
聴
き
入
っ
た
。

世
界
５０
カ
国
以
上
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
巡
る
講
演
会
（
人
文
科
学
研

究
所
∥
伊
吹
克
己
所
長
∥
主
催
）
が
１１
月
８
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』『
１
Ｑ
８
４
』
な
ど
の
英
訳
版
を
手
が
け
た
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
さ
ん
（
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
名
誉
教
授
）
が
村
上
作
品
の
魅
力
と
翻
訳
の
面
白
さ
、
難
し
さ
を
日
本
語
で
語
っ
た
。

ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
さ
ん

の
講
演
を
前
に
、
村
上
作
品

に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
登
場
す

る
音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

米
村
み
ゆ
き
文
学
部
准
教
授

（
日
本
近
現
代
文
学
）
と
佐

久
間
由
梨
経
営
学
部
講
師

（
ア
メ
リ
カ
文
学
、
黒
人
文

学
・
詩
）
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演

し
た
。

米
村
准
教
授
は
『
ノ
ル
ウ

ェ
イ
の
森
』
の
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
交
響
曲
第
４
番
、
『
海
辺

の
カ
フ
カ
』
の
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
１７

番
な
ど
、
作
品
の
な
か
の
音

楽
シ
ー
ン
を
朗
読
し
、
そ
の

情
景
に
合
わ
せ
て
専
修
大
学

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
チ
ェ
ロ

（
多
勢
ひ
か
る
さ
ん
・
文

２
）
と
キ
ー
ボ
ー
ド
（
広
瀬

志
信
さ
ん
・
法
３
）
の
演
奏

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
本

近
代
文
学
が
専
門
の
奥
田
浩

司
氏
（
石
川
工
業
高
等
専
門

学
校
教
授
）
が
コ
メ
ン
ト
を

加
え
た
。

佐
久
間
講
師
の
テ
ー
マ
は

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
『
海

辺
の
カ
フ
カ
』
な
ど
に
登
場

す
る
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ

ー
ン
（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）
を

中
心
に
描
か
れ
る
ジ
ャ
ズ
。

彼
の
名
曲
『
マ
イ
・
フ
ェ
イ

ヴ
ァ
リ
ッ
ト
・
シ
ン
グ
ス
』

の
演
奏
シ
ー
ン
を
会
場
に
流

し
、
モ
ー
ド
奏
法
や
シ
ー
ツ

オ
ブ
サ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る

高
速
ア
ド
リ
ブ
を
持
ち
味
と

し
、
１
９
６
０
年
代
の
�
ブ

ラ
ッ
ク
パ
ワ
ー
�
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
っ
た
コ
ル
ト
レ
ー

ン
の
音
楽
性
を
解
説
し
た
。

佐
久
間
講
師
は
、
コ
ル
ト

レ
ー
ン
が
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』
で
は
も
っ
ぱ
ら
６０
年
代

の
革
命
の
象
徴
と
し
て
描
か

れ
、
彼
の
音
楽
性
の
魅
力
が

十
分
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な

い
、
と
指
摘
。
一
方
、
『
マ

イ
・
フ
ェ
イ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト
・

シ
ン
グ
ス
』
が
印
象
的
に
現

れ
る
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
で

は
、
主
人
公
が
終
わ
り
の
な

い
迷
宮
を
さ
ま
よ
う
な
か
で

「
小
説
と
音
楽
が
共
鳴
し
て

い
る
よ
う
だ
」
と
、
２
作
品

で
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
を
語

っ
た
。

『
村
上
春
樹

表
象
の
圏

域
』

人
文
科
学
研
究
所
講
演
会

で
講
師
を
務
め
た
米
村
み
ゆ

き
文
学
部
准
教
授
編
著
の

『
村
上
春
樹

表
象
の
圏

域
』
は
、
村
上
文
学
の
解
釈

を
さ
ら
に
深
め
る
一
冊
。

米
村
准
教
授
が
年
数
回
開

催
し
て
い
る
「
専
修
大
学
村

上
春
樹
研
究
会
」
の
発
表
に

基
づ
き
編
集
さ
れ
、
同
会
に

登
場
し
た
１３
人
の
著
者
が
多

彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
作
品
を

解
説
し
て
い
る
。
（
森
話
社

編
・
２
４
０
０
円
＋
税
）

「
坊
や
元
気
か
、良
い
子

で
居
る
か
」
…
…
兵
士
が

家
族
や
友
人
・
恋
人
に
宛

て
た
軍
事
郵
便
を
紹
介
す

る
「
い
の
ち
の
便
り
展
」

が
１１
月
７
日
か
ら
１６
日
ま

で
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
来
場
者

は
３
０
０
人
を
超
え
、
連

日
に
ぎ
わ
っ
た
。

軍
事
郵
便
を
研
究
し
て

い
る
新
井
勝
紘
文
学
部
教

授
（
日
本
近
代
民
衆
史
）

が
収
集
し
た
日
露
戦
争
か

ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦

地
か
ら
の
は
が
き
や
封

書
、関
連
の
書
籍
、写
真
な

ど
２
０
０
点
が
並
ん
だ
。

山
口
県
下
関
市
か
ら
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
に
赴
い
た
兵
士

が
、
現
地
の
様
子
を
絵
手

紙
な
ど
に
し
て
幼
い
子
ど

も
に
送
っ
た
軍
事
郵
便
は

百
数
十
通
に
の
ぼ
る
。

こ
の
企
画
は
、
名
も
な

い
兵
士
た
ち
や
一
般
市
民

が
や
り
と
り
し
た
軍
事
郵

便
か
ら
戦
争
を
考
え
る
新

井
ゼ
ミ
生
（
４０
人
）
の
集

大
成
。
軍
事
郵
便
の
関
連

企
画
展
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
今
回
で
８
回
目
に

な
る
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
崩
し
字

や
旧
字
と
闘
い
な
が
ら
手

紙
を
読
み
解
い
て
い
る
。

ゼ
ミ
長
の
小
林
由
莉
さ
ん

（
文
３
）
は
「
手
紙
に
は

何
気
な
い
日
常
が
描
か
れ

て
い
て
、
驚
く
ほ
ど
だ
。

戦
地
と
い
う
極
限
の
場
に

い
な
が
ら
家
族
や
恋
人
を

気
遣
っ
て
い
る
文
面
が
印

象
的
」
と
話
す
。

会
期
中
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行
っ
た
新
井
教

授
に
は
「
戦
争
を
身
近
な

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
」
「
今

後
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と

の
感
想
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
た
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
人
文
科
学
研
究
所
講
演
会

サテライト
キャンパスで

▲ 講演する佐久間講師の背景に映し出されたコルトレーン

『マイ・フェイヴァリット・シングス』演奏の映像

戦
地
か
ら
家
族
や

恋
人
を
気
遣
う軍

事
郵
便

村上春樹作品の魅力を語る

文･新井ゼミ生の集大成

「いのちの便り展」「いのちの便り展」

「
私
だ
け
に
書
い
て
く
れ
る
作
家
」

ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
さ
ん

英
訳
者

米村准教授
＆佐久間講師クラシックとジャズ音楽とのかかわり

▶

村
上
文
学
の
人
気
の
秘
密

を
日
本
語
で
講
演
す
る
ジ

ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
さ
ん

▲

展
示
の
軍
事
郵
便
を
囲
む

新
井
教
授
（
右
）
と
、（
左

か
ら
）
小
林
ゼ
ミ
長
、

小
川
瑛
也
さ
ん
（
文
２
）

▶

米
村
み
ゆ
き
准
教
授
（
右
端
）
の

講
演
で
演
奏
す
る
専
フ
ィ
ル
の
広

瀬
さ
ん
と
多
勢
さ
ん
（
左
か
ら
）
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